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　ポリポット（直径 9 cm、高さ 7.6 cm）に、種ま
きの土（瀬戸ヶ原花苑）を入れ、ファストプランツ
































FACS Buffer（0.1 M Tris-HCl、2.5 mM MgCl2、




ブに入れて 1,000 rpm、2分間遠心した（Centrifuge 
5415R、Eppendorf）。上澄みを除去した後、50 μg/































































A スタンダード、B TP2の播種後 19日目の外形。




























A スタンダード、B TP2の播種後 19日目の十分に
開いた花の様子。紙片の長さは 1 cm。C 花弁の長径、
短径の長さの比較。n＝ 5、エラーバーは標準誤差。


































は 4人 1班とし、班員 1人ずつに A～ Dのうち 1
サンプルを観察させた。生徒が行った作業は以下の
とおりである。まずバイアル瓶中からピンセットで
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